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電子情報通信学会技術研究報告原稿用紙見本
(様式2)
←―――――――――――――――――――本文原稿を左右18cm以内で作成する――――――――――――――――――→
電子情報通信学会技術研究報告原稿用紙 
(様式1)
社団法人 電子情報通信学会	信学技報
THE INSTITUTE OF ELECTRONICS,	TECHNICAL REPORT OF IEICE
INFORMATION AND COMMUNICATION ENGINEERS

原稿枚数を鉛筆書きする　　ページ


紀要集原稿
タイトルその他(1ページ目上部)に関して
紀要集の1ページ目上部には，タイトル(必要に応じてサブタイトル)，発表者氏名，所属，住所，メールアドレス，あらまし(和文300字程度)を，それぞれ記述してください．
本文に関して
本文は「タイトルその他」に続けて記述してください．記述に関しては，このテンプレートファイルを用いて作成するか，あるいは，任意のA4判の用紙を利用することができます． 
原稿提出枚数、フォーマット
最大ページ数は1ページ以内とします. 提出ファイルフォーマットはPDFとします.  PDFへの変換で問題が発生した場合は, PDFに変換できるようにMicrosoft Wordファイルをご提出ください. 
原稿の書き方
文字の大きさ：本文は9ポイント活字を標準とし，字間および行間は適宜調整してください．なお，標題は拡大文字とするのが望ましいです．

PDF紀要集
すべてのプレゼンテーションの紀要集は, PICS研究会の参加者に電子的に提供されます.  紀要集の印刷版はありません.  

3. 著作権
本紀要集の著作権は全て著者に帰属します.
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